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令和6年3月4日（月）

第26回海域活断層評価手法等検討分科会
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海活26参考資料2



本日の審議の流れ
1. 断層の名称について

→ 海活26参考資料2 p.3へ

2. 日本海南東部（仮称）の地震活動と断層面の下端の深さ
について
→ 海活26参考資料3へ

3. 個別の断層の評価に関する審議
• 評価対象断層の傾斜の向きと角度について
• 隠岐トラフ、隠岐海嶺周辺については、断層トレースの審議も行う
→ 海活26参考資料6-1、6-2へ

2



1. 断層の名称について

• 「活断層の長期評価手法」（暫定版）によると、起震断層が複数単位区間
を含む場合は、「○○断層帯」、単一の単位区間で構成される場合は
「○○断層」とするとされている。

• ただし、陸域の活断層では、単位区間が複数の断層で構成されていれば
「断層帯」という名称を使っている場合がある。

• 日本海南西部の海域活断層の長期評価（第一版）では、原則に従い、以下
のようにしている。

• 起震断層が複数の単位区間を含む場合は、「○○断層帯」
• 単一の単位区間で構成される場合は「○○断層」
• 短い断層は一律に「○○断層」

• 「断層群」という用語は最近は使っていない。

3

「断層」「断層帯」「断層群」という用語の使い分けについて
（海活24参考資料1より）
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日本海南西部における断層の名称
評価対象の断層

・起震断層が複数の単位区間を含む場合は、「○○断層帯」
・単一の単位区間で構成される場合は「○○断層」（トレースが複数の場合も含む）

⑤トレースは２本だが、
「江津沖断層」

⑫トレースは２本だが、
「浜田沖断層」
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日本海南西部における断層の名称
短い断層

【ｐ】トレースは２本だが、「鯨
浦（くじろう）南西沖断層」

・一律に「○○断層」（トレースが複数の場合も含む）



現時点での断層の名称案
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単一の評価単位区間だが
「断層帯」となっているもの

• 単一の評価単位区間で構成される断層については、
「○○断層」としてよいか？


